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写真提供：中国電力株式会社
『限りある資源「化石燃料」』
NHK for School

動画へ GO!

➡エネルギー資源（石油、ガス、石炭、ウラン）の種類についておおまかに理解する。
➡海外から輸入された各エネルギー資源は、さまざまな過程を経て家庭に届けられて
いることを理解する。

➡日本はエネルギー資源をほとんど持っていないので海外から購入し運んでくる。
➡石油は石油化学コンビナートで成分を分けてさまざまな用途に利用されている。

4年　社会科　人々の健康や生活環境を支える事業
5年　社会科　我が国の工業生産

電気の道のりをさかのぼってみよう（20～21ページ）
発電のしくみを見てみよう（22～26ページ）
エネルギー資源を知ろう（34～35ページ）

学習のねらい

指導上の
ポイント

関連する単元

関連ページ

■石油
　主に中東地域の油田から採掘された原油は、片道
20日かけてタンカーで輸送される。中東からはVL
CC（Very Large Crude Oil Carrier）とよばれ
る大型原油タンカー（20万～30万重量トン）が使
われている。ドラム缶にして150万本分、日本の
一日の消費量の半分近くを積載できる。
　製油所（石油精製所）で精製された石油はガソリ
ンや灯油、軽油、重油などの各種石油製品に生まれ
変わる。石油は燃料だけではなく、プラスチック類、
化学繊維、肥料、医薬品、アスファルト、洗剤など
多種多様なかたちの原料としても利用されている。

■石油の精製
　原油は、まず350℃の炉の中で熱せられてガスと
なり、蒸留装置へ送られる。送られたガスは軽いも
のは上へ、重いものは下へと分かれ、そこで冷えて
液体へと戻り、それぞれの製品へと分かれていく。
　その後、必要に応じて分解や混合などの化学処理
がおこなわれ、ガソリンや灯油などの石油製品が製
造される。また、硫黄などの不純物もここで取り除く。
　石油からはさまざまな石油製品が製造されるが、
製造することのできる割合は原油の品質により決
まっているため、需要に応じて特定の一製品だけを
製造することはできない（連産品）。従って、ある
一つの製品の生産を調整しようとした場合は、同時
に生産される他の製品にも影響を及ぼす。

■LPガス
　LPガスは油田・ガス田で生産され、冷却して液
化された状態で輸入される（プロパンは－42℃、ブ
タンは－5℃で液化する）。また国内の石油精製過
程でも生産される。

■天然ガス
　天然ガスはｰ162℃前後まで冷却すると液化（液
化天然ガス＝LNG＝Liquefied Natural Gas）
する。欧米諸国では気体のままパイプラインで輸送
しているが、日本はこの天然ガスの特性を利用し、
産出国で液化し、特殊なタンカーで輸入している。
標準的な大きさのLNGタンカー1隻が1度に運ぶ
LNGの量は、14万5000㎥、およそ20万世帯が1
年間に使うガスの量に匹敵する。オーストラリアか
らは9日、マレーシアからは6日かけて輸送される。
　LNGの供給には生産国における天然ガスの探
鉱・開発、液化プラント建設、積み出し港湾建設、
LNGタンカーの建造、輸入国での受け入れ基地建
設等のインフラ整備に巨額の設備投資を必要とする。
　日本の電力会社やガス会社は、新規プロジェクト
の立ち上がりに際しては、主に約20年間の長期契
約を売主と結び、安定した調達を実現している。一
方、近年では、短期間の契約やその場限りのスポッ
ト契約によるLNGの調達も増えている。

■LPガスと都市ガス（天然ガス）の違い
　LPガスはプロパンやブタンを主な原料とし、容
器（ボンベ）に詰めて家庭に届けられる。一方、都
市ガスは、天然ガスを主な原料としており、都市部
を中心に地下をはりめぐらされたガス管を通して各
家庭に届けられる。LPガス、都市ガスともに、ガ
ス漏れしたときに気づきやすいように、臭いがつけ
られている。LPガスは空気より重く、都市ガスは
空気より軽い。そのため、ガス漏れ警報機の設置個
所が異なる。

■石炭
　石炭は専用の石炭運搬船で海上輸送される。オー
ストラリアからは15日間かけて輸送される。運搬
船には小型（6万トン以下）から中型（6～8万トン）、
大型（11～18万トン）があり、輸入先（航路）によっ
て使用されるサイズが異なる。

■ウラン
　原子燃料輸送物は、車両または船舶などへの積載方
法、積載量などについて厳しく規制されている。　輸
送容器は、設計が技術的基準を満たしているかどうか
審査を受け、製作段階では設計どおりに製作されてい
ることが確認されるなど、安全性をチェックしている。

蒸
留
装
置

車の燃料／
石油化学製品の原料

タクシーの燃料／
ガスコンロの燃料

石油ストーブの燃料／
ジェット機の燃料

トラックの燃料

船の燃料／
火力発電所の燃料

道路アスファルト

石油ガス留分
LPガス

35～180℃

170～250℃

240～350℃

石油蒸気
350℃以上

ガソリン・ナフサ留分
ガソリン・ナフサなど

灯油留分
灯油・ジェット燃料油

軽油留分
軽油

蒸留装置のしくみ

残油
重油

『限りある資源「化石燃料」』
NHK for School

動画へ GO!

https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005300796_00000



